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なめたなはコ〇ナ5•逆ストーブ （ UW 巧)-—巧 
お霞し、あばくだまいましで巧りびとラごぎい 
ま した。 

ご巧巧になる前に、必すこの巧巧挽明*をよ. 
く »んで、巧しぐ使巧しでください。 

まちびった取り扱いなおわめ畢巧や巧巧の原 
因となります。 

お読みになった後を取扱說昭ちは f 保証書 J • 
「エ乘説明含 J となに必すお酱しで<ださい。 


A 警告 


A 警告 


給が気筒を必ず 
点横して < ださい 


KEROSENE ONLY 
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この取扱説巧書およびお品への表示では、製品をををに正しくお使いいただぎ、あなたや値の人々への危害やお産への 
損害をホがに防止ずるために、いろいろな絵表巧をしでいます。その表示と意巧は巧のよラになっています。内容 
をよく理おしでから本文をお読みくださし、。 

A 奋 g とヒこの表示を無視しで、誤った取り巧いをすると、人が死じ、重傷を負ラ可能性、または义災の 
胃1=3可能性び想定される内容を示しでいます。 

ろを この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性や物の損害の発をぴ想 
ム/胃定される内容を示しでいまず。 


お表示の例 


図の中に具体的なを意巧容(左図の場さは一お的なを意)び巧力、れでいます。 

&記貢は禁止の巧為であることをちげるをのでず。 

図の中や近傍に具体的な禁止の容(左図の塚さはガソリン禁止)がおかれでいまず。 

〇記音は行為を指示するの容をちげるちのです。 

図のかに具体的な指示の容(左図の巧さは巧源プラグをコンたントから巧いでください)びあか 
れでいます。 


A 警告 (WARNING) 


•ガソリン厳禁 

方ソリンなど揮発なの高い猫は、絶巧に使巧しないでください。 
乂災の原因にな0ます。 


•給排気筒（管、ホース）がれ危険 

給が気筒〔管、ホース）ががれたまま使用しないでください。 
がれでいると運転かに排ガスが室内にちれで、危険です。 


•給排気筒トップ閱をく筒埃 

憤雪びぞいときには、給が気罔トツプの周りび置でぶさびれでいないことを 
お詔しでください。ふさがれでいるときは、除雪しでください。 

また、板などによる I ■雪曲い」はおが気の妨げになるのでおやめください。 
閉そくしでいると運ち中にが乃スび室内にちれで、危おでず。 


♦給 S 稳筒トップには金網などは巧けない 

給が気筒トツプには、虫よけのためのをおなどは巧けないでください。 
給扣気の巧げになり、異萬燃焼を起こしが方スび室巧に活れる巧能化 
がありを険です。 


•巧類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使巧しないでください。 

巧類が落下しで乂びつき、义巧の原因になります。 


•温風吹出□をふさびない 

巧類、紙などで温風の出□やを気取入□をふさがなレでください。 
巧類、紙などでふさぐと、义おの原因になります。 


•スプレー宙厳禁 

スプレーをや力じットこんろ巧ボンベなどを、温風のあたるところに放垣し 
ないでください。 

熱で宙の圧力び上びり、爆発しでを険でず。 


•低温やけどに注意 

長時間巧巧の同じ場所に猫れなレでください。 

比較的ほい温度でちほ湿やけどや脱水症がの原因となります。 
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1 •特にま意しでいただきたいこと（安全のために必すお守り <ださい) 


_ 一 么 ま意に AUT ION) 

•カーテン、可燃物近接禁止 

カーテンや燃えやずいちのを近ブけないでください。 

火おび発をするおそれろ<あります。巧燃物との離隔距おについでは 
標準据え巧け図例 （30 ページ）を参照しでください。 



0 


•給油時消乂 

給'巧は、物す消火しでからおこなつでください。 
义がのおそれか’あります。 



•ミ由漏れ確認 

ミをタンク-: J ム製送油管-接合部およびおおなどからの巧‘巧漏れびないこと 
を確認の上ご使巧ください。な;巧び漏れでいると义災のおそれがあります。 



•異常時使用禁止 

万一異萬を感じたとぎは使巧しないでください。 
異常燃焼のおそれ力< あ0ます。 



♦温風 I し 直接あたりない 

温風[こ直接長時間あたらないでください。 

お通やけどや脱水症がになるおそれびあります。 


0 


•高温部接自も禁化 

燃焼中や消火直後は、園温部、給が気簡、おが気筒トツブ、稱上部にまなどふれないでください。 
やけどのおそれびありまず。 



•やかんのせ禁止 

やかんなどをのせないでください。 

振動やおがによつでやかんの熱湯びこぼれ、やけどのおそれか’あります。 



•分解修理の禁止 

な障、破損したら、使巧しないでください。 
不完をな修理は、危険です。 



•腰をかけたり、物をのせないで 

機器の上にのったり、腰をかけたりしないでください。機器の放障や、 

やけどのおそれびあります。機器の上に巧びんや水を入れたちのなど 
_を置かないでください。水びかかると漏電やが盾のおそれびあります。_ 

•改造使用の禁止 

改造しで使巧しないでください。 

また、ス ( ■'ーブや給排気筒には床暖房巧の蘇交換器などを取り巧けないでください。 
乂災やがガスび室内にちれる原因となり危険です。 


0 
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♦電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を加えたり、物をのせたりしないで<ださい。 

また、電源プラグをあくときは、コードを持って引き巧かないでください。 
乂災や感電の原因になります。 



•電源プラグは確実に差しこむ 

電源プラヴはコンじントに根まで確実に差しこんでください。 

また、傷んだプラグやゆるんだコン t ントは使巧しないでくださし、义災の原因 
になります。めれたまでの巧き差しはしないでください。感電の原因じなります。 







意 (CAUTION) 


•長期間使巧しないときは電源プラグを抜く 

長期間使巧しないとき又は巧管するときは、化す覃想プラグをコンたントから巧いでください。 
义災や予想しない事巧の原因となります。 


•電源プラグのお手入れをずる 

ときどきは電源プラグを巧き、ほこりあびを苗巧を除ましでください。 
ほこりびたまると湿気などで絶を不良になり乂災の原因にな0ます。 


•灯油の保管 

な巧は、义気、雨水、ごみ、富温および直前曰光をおけた巧巧に保管しでください。方ソリン 
などといつしょに保管しないでくだちい。 

誤って使巧すると異常燃焼や义巧のおそれびあります。 


•変質な油禁止 

変質打ミ由、不補の巧（巧れたの巧、水のおじつでいるな巧など）を梗巧しないでください。 
真常燃焼のおそれびあります。 


を 



•シスターンの水位にま意 

循毋水はかしすつ霖おします。 

1ヶ月に1◎程度は、シスターンタンクの化のび規定水のにあること 
を確認し、不定しでいる巧さは巧巧巧を補給しでくださし、。 

上限水化な上は、入れなレよラ;ま急しでください。 

(床暖パネルを倭続しない場含は、据巧水は不養です。） 


•カーぺットのはがれに注轟 

力一ぺットがすれたりめくれたまま巧巧しないでください。 
床パネルに直接巧れるとやけどのおそれがありまず。 


み 
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•循環液（循環水-不凍液）の保管にミ主意 

な!屛のをの届かない巧に保管しでください。 // 

巧 一、 がんだ塚合にはなかせで、屋師の彭おを受けでください。 


•給排気筒付近の可燃物近接禁止 

おが気筒トップの巧くに、巧油や可な!巧!など弓 I 义のおそれのあるちの 
を置かないで<ださい。乂災のおそれびあ0ます。 


•指や棒を入れないで 

温風の出□や空気取入れ□などに指や異物を入れないで<ださい。 
ケガや乂巧の原因になります。 


•巧めてお使いになるときの注意 

巧めでお使レになるときは、耐熱窒料などび焼き巧くまで煙と臭いび出まず。しばらくの間、 
おをあけて部屋の換気をおこなつでください。 

また、ル鳥やル動物などに影结する巧合び害えられますので、この間は部屋に入れないでく 
ださい。 
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〇 
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お願い （NOT に E ) 

•機器を廃棄ずるときの注意 

♦灯油の廃棄 

ストーブを廃棄処分するとさは、定油面器の巧；おを 

な油の隔棄処分は、な油をお買い求めになった販売 

巧きとっでください。 （22 ぺージ） 

巧にご相談ください。 

に油を入ったまま廃棄するとリサイクルの際に思ね 


め事なになるおそれびあります。 

V 

) 



•使用ずる場所 


ストーフ''を安をに使苗するためには、場所の選定び大切です。 


安をに使用ずるために 



参マントルピースなどには据え巧けないでください。 


>標高び1000 m を超える高地では使用しないでください。 
/空気の養度が薄いため、燃巧に必要な空気び不足し、 
Iます。 j 


効果的に使巧するために 



•冷気の入ってくる方向、例えば,窗側などに置くと、冷気び 
ストーブで暖められで巧流しますので、効果的です。 


出入□など火の巧るところは、ぶつかると危庚ですので 
巧けでください。 


♦部屋の保温を工夫し、部屋の温度の調節をむびけましよラ。 

ストーブの前面に爆塞物びあると、^部提の温ちにむらがでをるげかりでなく、；ぶく射がによってストーブ本体の湿ち 
使巧巧巧には十分ま意；しで効果的に倭洁しでください。 ： ：•' . ,■ 
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外観 



調節脚 
置台 


上面なード 


上面根 


とつで 


表示部 
ルームサーモ 


運をスイッチ 

操作部 
(オープンポグット） 

定ミ由面器リたットレバー 


面 


巧流巧送風機(巧部） 

つアンガード 
おをサーモスタツト(巧部) 
本が固定を具 
燃焼巧送風構(巧部） 





エアー クリ ーンユニ、 ント 

( UH - F 70 PAK 9 のみ） 

エアークリーンフイルタ 

( UH - F 70 PAK 9 のみ） 
•敦巧 サーモ (內部） 


エア-巧きけルブ饥部） 

アクチ ユエー タ(巧部） 
(リニアダンパ-) 

水位計 


治が気周 
化がお 
お気ホース 
ゴム宮〇 

逊源コード 

お巧爸巧け 
巧贿巧リード綻 


( UH - F 70 PAK 9) 


本が固定を具 


陶節脚 

おかをき □ 
( A •己回お） 
ミ丑が戻 0 D 
( A •巨回路） 



( UH - F 70 PK 4) 


構造図 
























I 「音靑お知らせ J の内容 

♦通常の運転操作（「な乂」•「消火」•「タイマーたツト J ) をおこなラとぎ、で字と同時に音声（「点义しまず」 
ます」’「タイマー它ットしました」）で操作状態をお知らせします。 


「消乂し 


庶义表巧(巧） 


燃焼表 m (お》 


本燃規中に点打します。 
現在瓶焼かの义力の大きさ 
を表示します。 


消义表示(青） 


運乾スイツチを巧しで「の」 （ 1 ) 


—W 


にすると点灯し消乂します。 

燃規室びを卽すると消のします。 


現を巧温表示(赤〉 

床暖房運お時に点なします。 
温水出□温度を表示します。 


設定床湿表示(青） 


床暖房運乾時に点むします。 

床温調節ボタンで設定した床温を表 
尔します。 

左から3個目のランプが点なしたと 
さは適温設定にな0ます。 


一時消义巧巧(き广! 


ストーブ巧巧運お中に、サ 
ポートヒータスイッチを 
r 入 J または巧おの換スイ 
ッチを r ストーブ■床暖 
房 J にしたとき、3は消火 
ち却中に再度運坛スイッチ 
を TAJ にしたとぎ点巧し、 
一時的にお义します。 

燃巧きびち巧するとおだし 
点义動作を始めます。 


たーブ消义表示(ま) 


じーブ運転中に室温が設定温度より 
が 3 C 上昇すると点灯し消义します。 
童温び設定温度にまで下びると消巧 
し点义動巧を始めます。 


設定窒温表巧(舍) 


室湿設定ボタンで設定した室温を 
デジタル表示します。 

ス トーブじ トラブルび発をずると、 
トラブルの巧態び記盲表示（モニ 
夕ーサイン）されます。 




巧原^ 
現巧床温 


時消义中 


^巧示時巧!にまをします 


泣を室る 



- -1 

忆ーブ透坛 


運お ( 
h 入.の1 



タイマー表示(青) 


運おスイッチ 


タイマー運巧かは点なします。 
タイマー運お昏止中はおのしま 
す。 


巧す （* ) と運転（点乂）します。 
をラー度巧す （ 1 ) と消义します。 


サポートヒータ運おランプ(巧） 


サポートヒータ運乾中は点なし 
ます。 

サボートヒータ運転停止中は消 
なします。 


時計動作コ□ン(ま) 


現を時刻を表示しでいるとき 
は点おしでいまず。 

タイマーじット時刻を表示し 
でいるときは消なします。 


它ーブ運坛表示ランプ(緑） 


たーブ運転中は点なし、稱おすると消 
巧しまず。 

室温設定を10で （ F 点設定）じすると 
自動的に它ーブ運転になり点なします。 




通常は現を時刻を表示します。 
タイマー運転時はタイ7—たツ 
卜時刻を表示します。 


拍西ランプ(掃)一 ( UH - F 70 PK 4) 

エア—クリーンラシプ(親一 ( UH - F 70 戸が巧） 

-微風運拓中は点なします。 

-微風運拓厚止中は消订します。 

. エアークリーン運お中はおなします。 

. エアークリーンユニットびちれで掃除び 
松室なとぎ、エアーク|」ーンユニットの 
姐みこみび不完をなときに消 U します。 





















































■オープンポケットの開閉 

♦才ープンポクットを程く巧しこむと、ゆっくり出できます。揉作を経く巧しちどずと□ックしで止まりまず。 

，巧ずるときながは、团駿だ想111 ippi ® 

■操作音についで 

♦操作ボタンを巧すとピッと音びします。 

参誤揉たをずるとピッ音び2回します。 

圍表巧部の巧るさ調節 

参時計調節スイッチを「通常_!に合わせで「時ボタン J をがしなびら「分ボタン」を巧すことにより、表示部のおるさ 
を2段階に調節することびできます。（このときピッ音び2回しますび、誤巧たではありません。） 

■ 「音靑お知らせ j の消音方法 

参時計韵節スイッチを Hi 含 J にちわせで「時/でタン J を巧しなびら I ■たーブ连おボタン」を押すことにより、 f 音青 
お巧らせ J を消音することびできます。 

(このときピツ音び2回しますび、誤巧巧ではあ0ません。） 



巧晒難スイ 


「ストーブ巧暖房 J 宙坛と r ストーブ巧 aj 谨坛 
をのりかえます。 


— 巧 の 


湿水出□湿度を27〜70での g 曲にお定します。 
•[ほ J …1回巧すたびにおを沿《を6でてける。 

• I ■奋 J 回巧すたびに苗!を巧 a を6で上ける。 




f 時幻■させ J …現在時幻をちむせるときに 
[時かさせ J の■にします。 

I •タイ7 一 させ j …タイ 7— じツト時効をさ 
むせるとま r タイ7-させ J の■にします。 

「)8巧 J …巧枉巧巧やタイマーむツト時巧)を 
ちわはたら、 a # 巧巧中は、 ra 巧 J じ化す 
ちどしでくだちい。 




义力巧度つまみを r 巧か j か 
ら「大 J の田で国なし次力を 
リニアにま！！)巧宙します。 
义力宙»つまみを r 有 aj に 
を わせると ルームサーモ によ 
る自 B 運氏（呈通投をボタン 
で室盈を設定）びできます。 


ほ离 

床ホの節 

の如入 




•トヒータタイタチ 


•170 にすると理坛します。 

•「の J にすると#止します。 

サポートヒータの役目 
. サボー ト ヒータは g 巧 ヒータです。 

• 含巧やが己などかし肌寒いと巧じるくらいの 
季節にストーブを S おしなし 1 で巧ち房* *おび 
でさます。 

•ストーブ巧お房+サポートヒータで巧ち房能 
力をアツフできます。 



mmuEEmBom 


時刻の r 時 J をさねせるとまに®います。 




持お巧面スイツチのの■により、1回の 
巧しの進みちび異なります。 
f 時れさせ J …1分すつをわりまず。 
r タイマーさせ J …5分すつ*わ0まず。 


深 HSE3IPM1H 555 謂 I 


「里面 J …ストーブ丢おとまおして、エアークりーン遍后を巧巧します。 
r 巧挫 J …ストー巧おに巧ななくエアークリーン a 坛を巧巧します， 
「な] J …エアークリーンち坛を#止します。 

エ ア—クリ_ンの効乗 

S ク□のち0やほこりをキヤツチしでお巧居のを巧をまれいにします， 

巧温曲びホますので、お班匡を巧果的に暖めます。 

巧 asi 巧スイツチ （UH- ド7償 PK 冷3 


• [里巧 J …ストーブ置坛と里巧しで、街®遍坛を巧始します。 
• 「単挫 J …ストーブ至転に聞ななく巧田 I 连坛を聞抵します。 
•[枯 IJ …巧面*転を淳止します。 


义巧 MS つまみを「白国 J にすると 
ルームサー モによる室溫設を 〔29 〜 

15で、10で （ F おなを））びできます。 
ra め J …窗を活度を1ですご上冉 
r はめ J …お定巧®を1ですつほ下 




1回巧すとじーブち反。まるび巧を通度よ 
0—を温度上ちすると消义し、一を*度ほ 
下すると自動的に点义巧巧に入ります。 

ち S 巧すと、じーブ運坛は巧巧されます。 


タイマー S 拓 

通 e スイッチ（または I サボートヒータスイッチ）を「入 J じし、 
タイマーたットポタンを相すことにより、タイマー表示びなな、時 
巧ま示にタイマーじット時刻び巧病しで表示され、タイマー運后び 
巧せされまず。 

(タイマー表巧び点灯しなければタイ7—宙坛は巧抱されません。） 
たット時巧になると、タイマーち示び消灯し現在時刻び表巧されで 
宜面的に*おび開巧されます。 

タイマー a 坛の K 巧 

タイマー*巧中じをラー度、タイマー它ットボタンを巧すとタイマ 
一:！おび巧巧されまず。 






























































燃料は必ずな巧 （ J 旧1言な巧）を使巧しでください。 

•1^ 警留ガソリンなど®巧はのちレ;巧は、 JJli がの原 S にな0ますのでおがに® ffl し 
ないでください。 

• lA；±El SKKTJfi . 巧れたな•巧、かのおじって U るな; ffi などは、^6巧に@巧しない 
でください。 

参主意 I 口巧は、必ず义窃•雨水•ごみ*离あ S び、直巧曰がを逛けた巧 P かこ巧 S 
しで < ださい。 




■給油の際の寺順とを急 


巧是れ •• 



括ぶ持 S 


宿® □ふた 

/ぉ化パルブ 
^^がグージ 
-が巧きバルブ 


巧タンク 


♦ちミあバルブを閱じで括巧□ふたをはすし巿販の給油器具でな油を給ミ由しでください。 

巧量計の針が f 滴」をさしたら給巧をやめでください。 

参給油□ふたを赵すちとどお0に痛めでください。 

参給ミ巧の踪に、か、ごみなどを入れないよラ特に注意しでください。 


■給油□みたは、巧実に締めでください。 
■こぼれた巧油はよくぶきとつでください。 
■燃料切れの注意と空気巧ぎの方法 


油タンクを空にしないよラにミ主意しでください。 

巧タンクをいったんをにしますと、ち巧経路のに空気びたまり、正常に送ミ由びできなくなることびあります。このよラ 
な榻合には巧の順唐で空巧巧きをしでください。 



1 . 油タンクにおなします。 

2. ストーブのゴム营□から、ゴム製を巧管をはすしまず。 

3. If ム數ち巧营から油び連続しで流れ出ることをおかめでから If ム製巧油管をちとどお 
りにストーブに取りげけます。（巧びこぽれないよラに容器を巧意しでくださし、。） 


運活開始前の華備とお認 


■安を装置のたット、巧巧上のを意 



定油面おのむット 

のめで使用するときやシーズン?刀めには、ス I ブ正面ち下の定油面器リたットレパー 
(黒色）ををち巧に止まるまで巧しでください。 

•リ.たットレパーは据え巧け時やシーズン巧めに揉がしまず。定迎疆器に強い衝 
撃を宮えた口異おがあつたとき fern は、特に巧たする必爱はありませ/ U 。 

巧-■、点义巧がをな巧が出すにモニターサイン E 2が表おされるよラな巧食は 
リたットレパーを巧しでぐださい。 

(まを巧がはすれ、な巧びスムーズに游れまず。） 

• U なットレま乱泉に巧つたり、巧したままのが胤こは絶巧にしないでくだ 
' さい。； ' 












運起開始前の準備と確認 


■送油経おのなちれの巧强 

•巧タンクやを'逆管の接さ部などからミ由ちれがないかどラかお認しでください。 

■電気配線の宿認 

♦ lA ま意 I s 巧プラグをコンたントに巧の板兄まで巧実に g しこんでください。 
参覃源コードび給が気筒などの高温部にふれるおそれのないことをお認しでください。 


ごミ主意 I ■篇 プ微 • 3-堯泼齡" :: . 

•■巧は化す連正巧卿巧ちを#巧10ひ/：3ンむン MKffi レで、< だまい•山:ふ， 

M 巧コ—ドは 、 K 

■巧地(アース)のお斑 

参工事説巧•にしたびい、ちが（アース）びとられでいるかどラか巧亞してください。 


■点义の要巧とま意 
巧お切換スイッチのたッド 

ストーブ単独で運をする场合は f ストーブ窜巧 J に、ストーブなお房ま括をおこなラ場合は f ストーブ床暖房」に、巧 
暖切換スイツチをじツトしでください。床巧切換スイッチのじットは運転巧お前におこなってください。 


♦ストーブ床暖房でちおする访さ ♦ストーブ単逆で運おずるおを 




涅琢化のが位確認 



ま意 I ストーブち巧面の水化れで、シスターンタンクの規定水の（上 
旧水のと下巧水位の巧）まで* iW 水（コロナ巧®房巧巧巧巧）び乂っでい 
ることを巧田しで<ださい。«環水ヴ入っている場台はち毎にな0ます。 
循環水は上巧な上入れないよラを»しでください。 

水なび下巧な下の巧ちは、巧 K 房専用裡巧巧を入れでください。 


温が配管のが ちれの確损 

•ストーブ内部や温が配琶接ち部から化ちれびないかお誘しで<ださい。 

♦巧暖パネルの温が配管の途申にバルブを取り巧けたお合は、化すバルブび開いでいることを確認してください。 


mm 































参すーブンポケット巧の义力調節つまみで「自動運転」と「寺動運転」び設定できます。 

ご希望の運あち法でご使用ください。 

■ストーブ义力調節 r 自動運捉 j の場舍 

ま動" 灰 ; ■ I 参义力調節つまみを[自動」に合わせでください。設定室温と部屋のがおに応じ 

械みか中ホ た乂でで燃焼します。 

.知' "1".■■■■" .. ) (ストーブ义力調節「ま動運転 J (微か〜大）の場合は、火で調節つまみの設定 

■■■" 火たで燃焼します。） 

\\ \ >時計合せは 15 ぺージ 「現を時刻の調節方る J を参照しでおこなってください。 


_斗卜—づ晋晕房運管 J 

f スト-ブ.床廊剛 
I スト-ブふスト-ス 



時刻表示び現を時刻を表示しでいることを確湿しでください。 

牙ープンポケット巧の床暖の撫スイッチを「ストーブ床暖房」にちわせでく 
ださい。 

運起スイッチを押しで「入」にしでくだちい。 

「点义します」の音靑と同時に、点乂表示 r 点乂します」び点のし、自動的に 
巧のよラに運転（ぞ備燃焼•本燃焼）しまず。（ストーブ义力調節「ま動運転」 
(微か〜大）の場合は設定室温の表巧はありません。） 


運拉スイッチを巧す 


ホ暖 
現在巧温 


VOICE-KIRARA eve 

点义します 



5 •使用方る（使い方) 



■運輯中になおの換スイッチを操作した場をのを意 

むやみに、ス I -ーブま独^ >ス|ブ床暖房に切りかえないでください。循環水のつまりの原因になります。 

♦ ストー ブ を独ニス!ブ廉お勘 …自動的にいったん消火しで、約10分後に再点火し、ストーブ床暖房運転を開始し 
ます。そのとき、「ジュー J といラ循環水の蒸発音び発をすることか’ありますが異常ではありません。 

♦ な卜ーブ床 暖 房ースブ 雄題…運転はそのまま継続します。しばらくしで「ジュ ー J といラ框環水の該発音びし 
ますび頁常ではありません。 


同時 3〜4分予備嫩巧 本燃焼--— 

I 争動 j - 音動運 転：^- 


«]» 














I サ ボート ヒータ遍お， 

♦サボートヒータは g 巧ヒ〜夕です。奋巧や巧□などかしが g いと巧じるくらいのまぶにストーブを g 巧しないで 
床巧房邏巧がでぎまず。 


ま同 
動時 


) 入 
こ_ター 


1 . 時刻表示げ現を時刻を表示しでいることを確認しで<ださい。 

2. 才ープンポケット巧のサボートヒータスイッチを「入 J にしでください。 
白動的に、巧のよラに運転します。 


サボートヒータスイッチを「入 J 
にする 

サポートヒータ巧おランプ点巧 
設定床お表示点巧 
現をなお表巧点巧 
サポートヒータちち 
お南ポンプ作動 

床居お度巧節の設定 
床•通になるよラに サボートヒータ 
出方び目動的に制御される 


V 0 に E.KIRARA 6¥€ 


巧居 
現を巧通 


I C @ C, C 

-没定巧る¬ 


か ジジ. 


I ® ◎ ◎ I 

7ボ-化-夕- I で-クリ-シ 它-ブ勇坛 * 人の1ベご 

1站’彈觸為吾 r 闹’ま動乂乃巧 f 


{UH-F70PAK9) 


-Mill Rtt , 


J A ’11 切し ^^«|(^ ~~, ' 

夕ーー I エアーつ u — ン タイマーむツ 


I IS みル中 大 


巧め m め 


g スト…;;;;^■画お!胃蘇斬繼顯泌瞧棚 ■! 國 

スお与 Siili 乃スサボ-化-巧 T 加 M 力をアツで*か 


iijiH 资むぶ ;;;: ぶ .:’/;.:’,; く ;;: 


ストーブ•巧巧の巧 

胆 I 




1 . 時刻表示び現巧時刻を表示しでいることを確認しでください。 

2. 才ーブンポケット内の床暖助換スイッチを「ストーブ床暖房」にさわせ 
でください。 

3. 運転スイッチを押しで「入 J にしでくだをい。 

「お乂します J の富齊と同時に、点 W 恭巧「巧乂します J が点：0しまず。 

4. 才ーブンポケット巧のサポートヒータスイッチを[入」にしでください。 
白動のに、なのよラに運お（予備燃烧■本燃焼）します。（ストーブ乂力 
調節 r ま動運拓 J (微か〜大）の揚さは設定室温の表示はちりません。） 


4 

分 

予 

人お' 

置規 

運 

乾 


ちおスイツチを巧す 

サポートヒータスイツチを「入 J 

にする_ 

音靑 「点火し ます J 

点火表示点巧 

設定室温表示巧の 

設定床温表示-現巧床お表示点灯 

ル巧■流出 

化爲巧を庙 I なまわる 

サボートヒータま坛ランフな灯 

か®»流出 

巧流用を®巧まわる 

循巧ポンプ作動_ 

点义表示消灯 
燃巧表示点打 

設定室あと部屋の状巧にのじた义 
力になる 

リニアダンパー巧動 
床暖通度飼節の設定床通になるよ 
ラに、リニアダンパー及びサポー 
トヒータ出力び、自動的に制御さ 
れる 

サボートヒータ宙巧 


巧暖 
現在巧る 


V 0 に E.K 旧 ARA 6 Y € 
な乂します 


互 4 S 晶 i 马午商かごな がで 

■—■ - -- - -- - —* 

度 ◎ ◎ 

が-化-夕- 17づリ-シ 它-ブ！1転 


床巧 
現な巧る 


C ® 0 C 0 

-おを巧31— 


VOICE-KIRARA € Y € 
が巧审 


目：ミさ .がで 


み ◎ ◎ 

サお-トヒ - S - 17-クいシ た—ブ1坛 


巧_巧 

ほ V 71 必 a 


サポートヒーター 


、スト-フ•巧运の巧1〔時 h 

.1: が扛賠耶 


(UH-F70PAK9) 


(UH-F70PAK9) 


自 n 寺巧义巧 n 巧 

巧 かルか 大 

• iiiii.i 川ル I ■■■ル 


：|；，— i igc ; ic 巧 m _ _ _^ 

J ~~ > JMU ~ I ， j ， '； 入/巧 巧め•め i 

C —公 

JI ェアークリーンりしタイマ-たツトリで-巧坛」 L 备 a 技巧 I 


X ホ備お焼をが 2.5 分聞、义力は中义力にな0ます。 

























































ストーブ単盛 運転 
'スト-ブ I 床暖の扳 

m LW 


♦巧おスイッチを 「入 j じしたとをもタイマー巧 巧 f « 巧時巧に a おしまず j び 点なずる巧含は、タザタち擊巧とな 
りまず ので、タイマーじットボタンを巧しでタイマー扉巧を巧巧しでぐだまい。 

♦说巧中に透括スイツチを巧しで r 消火 j にしたり、タイマーたツト巧クンを巧ずなどしでが1视な上巧巧を比めま 
ずと自動消义し、巧2分おの巧島!のをでないと巧点义できません* 


1 . 時刻表示び現を時刻を表示しでいることを確認しでください。 

2. すープンポクツト巧の床お切換スイツチを r ストーブ単独 J に合わせで 
<ださい。 

3. 運おスイツチを押しで「入」にしでください。 

I ■点义します J の音声と同時に、点火表示「点义します」か‘点むし、自 
動的に巧のよラに運転（予隔燃焼■本燃焼）します。（ス!ブ义で調 
節「ま動運お」（微か〜大）の場合は設定室温の表示はありません。） 



※そ话燃焼後約 2.5 分間、义力はか义力になります。 


室温の調節 （ 自動運拉又 


m 


ブープンポケット巧の义力調節つまみを「自動]にちわせると、ルームサーモによる自動運拓となり、設定室温に自動 
調節されまず。 

表示部に設定室温 （24 で）び表示されますので;夕のよラに調節しでください。 

♦室温設定ボタン I ■言め J をがずたびに1で上昇します。 

(上限巧で） 

• 「括め J を押すたびに15でまでは 1 ですつ下がり、15でから 
はいきなり10で （ F 点設定）となります。 

•10で設定の場合は t - ブ運転表示ランプが点口し、 t - ブ運転 
とな0まず。 

設定室温を15で凶上に上げるとじーブ運起表示ランプび消'^ 
え、有動的に招除されます。 ) 


















床暖 
現巧床温 


〇 〇 〇 


設定床温 
床暖 ■ 


特に温度設定しない场合は、自動的に快適7—クの位豆（設定床温 
表示ランプの3つ目）に設定されランプ表示します。 

床湿調節ボタンを巧すとなのよラに巧温調節でき設定床温表ホラン 
プち移動点打します。 

•「あ j ……1◎巧すたびに設定温度を6で下げ、ランプ表示が 
を側へ移動。 

-「富 J ……1回巧すたびじ設定温度を6で上ば、ランプ表示び 
ち側へ移動。 


ぉ口 

床温調 j 


のかの ft は、据祐（巧 か 巧ルの巧面るお）の 加 Ewe のた 
技 巧 画まがの巧抵なおではありません。力ーベットの巧面が WK 
なりず ぎないよラ 巧 巧 a 曲 こは、十分を«しでください。 


を-ブ g 紀 

ストーブ乂力調節「自動」運拓時に、微か乂のでち室温び設定室おより上昇ずる揚ち;、設定奪温より約3で上昇ずると 
自動的に消义し、設定き温まで下びると点乂動作に入ります。これをくり返すことによりむだな部屋のあたため過ぎを 
巧ぎまず。 

•室温設定ボタンによ0希望の室温設定後、たーブ運おボタンを巧しで 
ください。 

たーブ運お表示ランプび点のし、じーブ運転となります。 

♦たーブ運おボタンを再度巧ずことによ0たーブ運お表示ランプび消え、 
たーブ運おおおとなります。 


(ま置!訴]節一ま® l 5 iS ) 


き温設定による自動運おの化に、义力調節つまみによるま®义力巧節び巧能です。 

巧のよラにしでくださし、 

♦スーブンポクット巧の义力調節つまみを「微か」から[大」 
の間のご希望の位置に合わせでくださし、。 

表示部の設定室温表示びミ肖え、モ橘燃焼びお了すると約2.已 
分間义力は中义力になり、そのをは义方調節つまみの設定义 
て}で燃焼します。 


■炎のが趙 

ストーブの据え巧けや括が巧筒の設《を件で、巧は夕かを化します。 

巧が!。は、•い巧の巧にいくらかの1*るい巧<«义》か g むウ奉を島!*ではあ。ホせお 
♦je び巧がえなど巧する場るは、火な《»ごまみ«スライド巧せぞ^巧の#>^«えのないよヴた iwb で 

1 .-:パ.：’-’. • 


巧暖パネルの湿度調節 


ストーブ床暖房運転、サポートヒータ運お、ストーブ床暖房•サポートヒータ併用運転のいずれの场さち循巧水び設定 
温度になるよラに、白動的に温度調節されます。又、設定床温表示に快適 マークびついでい まず。快适 マーク は、床暖 
パネルの力ーペット表面をほぼ33〜34で（巧巧/ X ネル3昼のお台） におつ お巧化温度をホします。ご参考にされると 
便利です。 















c 消义順唐つ 


ストーブ床暖房運お！ストーブ単迎運転 



運おスイツチを巧して ftDJ にしでくださし、。 
r 消乂します J の音黃と同時に、燃焼表示び消巧し、消义表示 
r 消义します J が点のします。 

燃焼室び冷却すると自動的に燃焼巧送風機、巧流用送風機、循環 
ポンプ（ストーブ床暖房運転のみ）が厚止し、時刻表示别のす 
ベでの表示類びミ肖なします。 


サポートヒータ運お 



サボートヒータスイツチを「の」にしでください。 

サポートヒータ運おランプ、設定床温表示び消なし、罔時に、サ 
ポートヒータ、循環ポンブか’達起を停止します。 


ストーブ床お房-サポ^トヒータが巧遅巧 



逢提スイッチ、サボートヒータスイッチを[の」にしでください。 
f 消义します」のさ青と同時に、サボートヒータ運転ランプ、燃 
焼表示ぴ消の、消义表示「消火します J び点巧し、同時にサボー 
トヒータび運おを停止します。燃焼室び冷却ずると、目動的に燃 
焼用巧風機、巧流巧送風機、循環ポンプが停止し、時刻表示なが 
のずベでの表示類び消口します。 

サボー ト ヒータ スイツチののり忘れに注意しでください。 


参レ^ま意 1 2曰な上ををおけるなど S 時巧®ちしない場さは、31巧がちまに巧止しでから«巧プ3グをコ 
ンたントから巧いでください。 

♦巧出のときは、必す運転巧厚止（消乂）しでください。 

♦運お厚止を、燃焼巧送風機び停止ずるまでは 巧 源プラグを巧かないでください。ちし巧きまずと、ガラス巧筒がく 
ちったり、ストーブの表面温度び上昇します。 


消义後、再点义するときのま意 M 


参燃焼中に誤って電源プラヴを巧いたり、運転スイッチを「研 J にすると、再点火まを装置の働きで、ス I ブびち却 
されるまでの約2分間は再点义できません。 

ただし瞬間的な消乂操た（約1抄な巧）の揚合は、そのまま燃巧か‘継続されます。 

♦停電時には、必す運転スイッチを「の」にしでください。 










時計 . 夕^ マー 

Hit 

ちせもせ 


1 . すープンポクット巧の時計詢節スイッチを I ■時計させ J にします。 
はじめて巧巧するときや、 巧 源プラグを長時間巧しげこときは、時刻表示 
は0 : 00を表示します。 

2. 時計訝節の r 時」*「分 J ボタンを押しで現巧時刻をさわせます。 


例：午前6時1日分に合わせる場ち 
① 「時」ボタンを押しで"午前6 : 00" にします。 


③ r 分 J ボタンを巧しで"午前6:1 5" にします。 


6： 00. ^ 


午前 


15. 


時計* マー 

院計 陪哥访 イマ—1 

2 音^誤 



3. 化す時計調節スイッチを「巧萬」位おにちどしでくださし、。 

(時計は、時計お節スイッチを r 通常 J 位置じをどした時なから動き始め 
ます。） 


齡夕 WMMB スイツチび fftffii に^巧をレホを适：3^*|16*^ま!巧^も 

'I |い I — I •，い， ^ I ら占 — .■:.片シ , ... ,.' 


■ 


タイ 7 —の使巧方法 


■巧括時刻のをわせ方 

' 時計*タイマー^ 

I き十 ifik 吊'1|クイ' 7—1 


1. スーブンボケット巧の時計调節スイッチを「タイマーちせ J にします。 

2. 時計罰節の r 時 J • r お J ボタンを押しでタイマーお火時刻をさわせま 
す。「分 J は5分ごとに苗きます。 


例：午前6時30分に合わせる巧さ 
①「時 J ボタンを押しで"午前6 : 00"にしまず。 


② r 分 J ボタンを巧しで"午前6 : 30" にします。 


時こ^^1〇分 


午前 


B：00 



午前 


6： 30 


これでタイマーじツト時刻び記憶されました。 


時計*タイ7— 
なな ~I お常 I jh^T 


タイマ_ 
させ 


3. 必す時計贾節スイッチを ns 萬」の坦にちどしてくださレ。これで時刻 
表示には現な持効が表示されまず。 




■タイマー 運輯方法 に th 甲ブ床喔焉蓮^ [スト—ブ単組透圈 




1. 運おスイッチを押しで「入」にしでください。 

(燃焼かの揚合はそのままです。） 

2. 運転するときのご希望の室温又は、火力に合わせでくださし、。 

3. 床温調節ボタンで、床暖温度をご希望の温度に台ねせでください。 

(ストーブ床暖房運転のみ） 

4. タイマーたットボタンを巧しでください。 

「タイマー t ットしました J の音青と同時に、時刻表示にタイ7—じッ 
卜時刻び表示され、タイ7-表示该示時刻に運転します」び（燃焼中 
の場合は消义表示「消乂します」ち）点巧し、タイマー運転に入ります。 
(このとき、燃焼巧ち風機び10分間運転しますび異萬ではありません。） 


1. スープンポケット巧のサボートヒータスイッチを[入」にしてくださし、。 

2. 床温調節ボタンで、床暖温度をご希望の温度に含わせでください。 

3. タイマーじットボタンを巧しでください。 

「タイ 7— t ットしました J の音青と同時に、時刻表あにタイ7—じッ 
卜時刻び表示され、タイ7-表示「表示時刻に運起します」び点巧し、 
タイマー運転に入ります。 


r スとニブ床设房 • サポ^齊棘巧運起 I 



1 . 運抵スイッチとサボートヒータスイッチを「入 J にしでくださし、。 

(燃焼中の煩さはそのままです。） 

2. 運転するとさのご希望の义力にさねせでください。 

3. 巧温調節ポタンで、巧暖温度をご蒂望の温度にさわせでください。 

4. タイマー t ットポタンを巧しでくだちい。 

「タイ7—むットしました」の音黃と同時に、時刻表巧にタイ7 
一たット時刻び表示され、タイ7—表お「表示時刻に運転します」 
び（燃焼中の場ちは消火表示「消火します」も）点巧し、タイ7 
一運転に入りまず。 

/このとき燃焼用送風機び10分間運おしますび異常ではありま^ 

I せん。 / 


参タイマーたツト時刻になるまでは、時刻表示にタイマーたツト時到とタイマー表示「表示時刻に運乾します」び表示 
され続けます。 

♦運乾中にタイマーじットボタンを巧すと、ストーブは自動消义し、運較を停止します。 


•タイマー 運拓 は、 運あ スイッチが「入 j になつ で いないと 适 おび開始されません。 
•おでかけのときのタイマー点义はおけでください。 


■タイ7—運転の！?な 



午後 ID ： 3 D . 


•タイマー它ットボタンを巧します。タイマー表示び消灯し、時刻表示に現 
巧時刻び表示され（時計動作コ□ン点滅)、タイマー運おび摇除されます。 
•このままであれば点乂表示「点义します J 力< 点灯し、自動のに運おを開始 
します。運転を厚止する場合は、運転スイッチ（サポートヒータ運転の場 
合はサボートヒータスイジチ）ち「な] J にしでください。 







タイ 7 —の使巧方る 


時計 

WiT 

合せ ( 


■ タイ 7 — 12 ット時刻-現巧時刻の巧訪 


>タイ7-じット時刻のお詔 
•時計調節スイッチを I ■タイマーさせ J にをわせます。 


6： 30 


•現在時刻の確認 

•時計調節スイッチを「時計させ」に合わせます。 
f 時計*タイマー^ 


タイマ_ 


/ / ク 時刻表おにタイ7—它ツ 

/ 卜時刻ぴ表示されます。 

垂お認を、時計調節スイツチは、必す r 適寓1位置にちどしでください t 


/の - jn 
午を ( U - JU . 

時刻表をに現を時刻び表 
示されます。 


エアークリーンの使巧ち法 ( UH - F 70 PAK 9) 


參エアークリーンはミク□のちりやほこりをキヤツチしで綻がか D 巧巧をされいじしま资 y 
鲁巧ぶヴ出まずので、あぶ•を巧寒的に g めます。 


，:ががむお;;。;; - p 、.; ぶ;..,.. 
•沾お I.P ミ， 山•、草もを リミ 




I 使巧方法 



>オープンポケット巧のエアークリーン達転スイッチを「連動」及は、「単逆 J にをわ 
せでください。 

エアークリーン運転び開始されるとエアークリーン巧出□から清淨空気び出できます。 

(エアークリーンを使巧しない巧台は「の」にさわせでください。） 

> [連動」運起は、ストーブぴ逢おし、そ楠燃焼び終了をエアークリーンランプがお巧 
し、エアークリーン運おを開始します。 

>「単独」に含わせた塌含はエアークリーンランプび点のし、ストーブ運転に関係なく 
エア—クリーンお挫運おを閲始します。 


♦エアークリーン J 晒8巧は，，わずかにが巧瓜シサクー巧 r なお? H 看と巧 
書压アークりーンユニツ hW 曲には、ホ嘴むるぶ巧な巧 Mm 、 で 
(縮;:;水 V 翁!！*贼》巧に入れないでください。） 


巧ゾンの HU が UW . 
でくだをい， 


■おま入れの方法 



エアークリーンな能をいつち S 良のがおでご使用いただくため、定期 
のにエアークリーンユニットの点検、ま入れをおこなつでください。 
1^ 22〜23ぺージ r エアークリーンフィルタの掃除 J 「エアークリーン^ 
I ユニットの插巧 J 参照。 I 


霞引きあげる 


這哥さあげる 


① CID 部を 
趕く巧しな:びら 



ストーブ背面のエアークリーンユニットは□ックお宿び働い 
でいまず。捕除等でエアークリーンユニットをがずときは、 
① エア— ク リ—ン ユニットの f 巧す)部を瑞指で辑く巧しなが 
ら、 

③つまみを上に引きあげでください。 

(□ック機構びお陈されます。） 

感が先にを意しながらエアークリーンユニットを引きあげで 
ください。 

じツトずるときは、カモ ッと音げするまで巧卖じ巧し入れで 


一□ック機構の辭除一 


一取り外し一 


0 




















微風フアンの使巧ち法 ( UH - F 70 PK 4) 


♦微溫風び出まずので、お部屋を効果的に暖めまず。 



オープンポケット内の微風運転スイッチを（■連動 J 又は、「お独 J に合わせでください。 
微風運転が開始されると微風吹出□から微風び出できます。 

♦ f 連動 J に合わせるとストーブび運転し、ぞ備燃焼び終了後微風ランプび点巧し、微 
風運転を開始します。 

• 「単独」にちわせると微風ランプび点巧し、ス I -ーブ運おに蘭巧なく微風運転を開始 
します。 

♦「の」にさわせると微風ランプび消巧し、微風運転を停止します。 


ニターサインについで 


ス I フ'にトラブルび発をすると、トラブルのが態び設定室温表示に記号表示（モニターサイン）されまず。 

この場合記号表示の巧容を、ストーブ左側面に印刷されたモニターサインー覧表、または 巧〜28ぺー ジ「巧障•異常の 
見分け方と処置ち法」をご覧のラえ、必要な処置をしでください。 


〈モニターサインー賣表〉 


モニターサイン 

夏常が態 

モニターサイン 

異 

常げ態 

モニターサイン 

異常が態 

E 1 

途 

み お 

义 

EA 

燃巧巧ち風機異常検出 

P 5 

皇板 不良 

E り- ' 

不 

着 

火 

EC 

ルー 

ムサーモ巧铅 

F 1 

熱交サーモ巧動 

E 3 

巧 

霞 巧 

動 

E E 

厚止時ポット異常過熱 

F 2 

湯温サー云スタ断結: 

■ E 5 

が気着巧け検巧作動 

E 0 

1 機巧サー己スタ巧動 

FC 

須温サ ー S スタ短絡 

E 6 

ル 

—ムサーモ断線 

P 1 

ポッ 

卜予熱不足 

エアークリー 
ンランブ消な 
( UH - F 70 PAK 9) 

樣巧軍圧と昇、エアークリ 

E 7 

ま 

を サーモ巧 

動^ 

P 2 

ボッ 

卜温度お下 

:-ンユ-ット t ット不良 

1 

Eg 

厚 


電 

P 3 

ポツ 

卜頁常過熱 



E 8 

疑 

U 义 

巧 

P 4 

不お乂 (お义時間び良い） 




使巧上の注意 


巧暖パネルの湿ち巧節 


♦床暖の温度調節は、足元（床暖パネルの表面温度）の温度調節のため、部屬を化の温度調節ではありません。 
カー ぺッ トの表面び熱くなりすぎないよラ巧巧温度には十分注意しでください。 


お巧がのま結ず防（巧 a 巧のま入》 


暮ち地だけでなく、暖かい地域でち凍結予防及び腐食を巧のために、必す循環液を入れてください。 

♦循環液は必すコ□ナ床暖房巧循環液（別売品）をご使用ください。他の不凍液を使巧したり、混合したりすると製品 
の寿命び招くなります。 

参循環あは3年を目ちに入れかえでください。（開封した循廣液ち含む） 


結运がの化巧 


•が気管に結露かびたまった揚合は、お買い求めの販売巧に点検を依頼しでください。 

あ害の「特にま意しでいただきたいこと（ま全のために必すお守りください）」の他に、巧の頂目についでち注意しでく 

ださい。_ __ 

参上面ガードは、地震などにより可燃物び落下したときなどに义災を防止ずるためのちのでず。やむをえす取りはす 
した揚合は、必すちとのが態に取りなけでおいでください。 

参クリーニング店、美容院などの化挙薬品を使ラところや温室、簡胃室など、動植物の育成栽培に使巧しないでくだ 
さい。 

参雷が発生したとき、雷（誘導雷）により一時的な過電圧びかかってち、過電圧防止装置が磯器を保護するしくみに 
なっていますが、大きな雷（直撃雷など）の揚さは、電子部品を損傷するおそれびありますので、電源プラグをコ 
!ン t ントから巧いでください。 
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このス I ブには巧のよラなまを装 a がついでいます。 

すべての安を装《は、異巧び取りおかれでを再度点义揉巧をしなければ适おは停止したままです。 


まを装置 

原因-巧動結果 

処置ちる 

巧屢白動消义装置 
(fjl 表示） 

• 強レが » や衝巧を受けたとき 

- モニターサイン f 3 1 ま示 
- 自動的に消义 

•ストーブの周巧に真萬びないか巧国 
し、点义巧巧しでください。 

(巧 巧き 動消义装 S は ホ 動を自動的 
にセットされまず。） 


点义巧を裝漏 

燃焼制御裝屋 

(フ レー ム □ツ ド） 

; 表示け？表巧 \ 
V (途中消乂）（不這义） ; 

■ 

•点义 S スをしたとぎ 
•途中巧义をしたとぎ 
•巧び異甫にルちレとさ 

ク 

- モニターサイン If / 1 表示または 

If ? き 示 
- 有動的に消义 

• 曰巧の巧巧-ま入れ〜 26 ぺージ 
参お）をしてから点义巧巧をしてく 
ださレ。 

•なおも異巧がある巧ちは、お質い巧 
めの販売店じご相敎くださし、。 


厚電巧を装置 

1 rrr 表示イ日表お \ 
(30 秒な上） P 砂な上、 

\ 1,30 砂未満 j / 


•障巧したとき 

•電源 プラグび巧けたとき 

- ほ里をモニターサイン If! 1 表示ま 
たは IfS i 表示 
- 有動的にお义 

• L£U の巧合、時ななどの它ットを 
しでから、点火 揉 作をしでください。 

• Ifs 1 の巧合、通 S を点火巧たをし 
でくださし、 

• 巧源プラヴをお該しでください。 

過熱防 比 装置 

•お全サーモスタット 85 で 

(If 7| 表示） 

•巧流巧送阳機のフアンガードやスト 
ーブのを面びふさがったとき 
• ストーブの前面【こ障害物などがある 
とを 

ク 

-自動的に消义 

•ストーブび冷却されたをモニターサ 
イン IE 1 1表示 

•原因を取 0 除いでからな乂巧ホをし 
でくだちい。 

•化宙をしでを操 0 おし作動するとぎ 
は、いつたん運拉スイッチを巧しで 
「の J にし、販売巧に連結しでくだち 
い。 


mEB 



装置の名称 


再点、乂安を装置 


が気菅巧け検巧装置 
(拒で]表示） 


燃焼用送風機異常 

検出装置 
(に笛表示） 


過電流防止装置 
(表示部を消な） 


循環水過賽防止装置 
(君,' I 表示） 


サボートヒータ 週熱 
防止装置 


機巧サーミスタ 
( I で国表示） 


原因*作動結栗 姐：置方法 

•消乂直を、再点火揉がしたとぎ 

-お2分間の巧巧をでないと点火動作 
に入らない 

/ •約2分経遇を、自動的に点义動） 

* 作を開始します。 ! 

• が気管の援続部びはずれたとき 
• が気管巧け巧巧用リード線びはすれ 
た0、断操したとき 

ク 

-モニターサイン1 表巧 

■ス1''ーブの巧拓を停让 

• おが気茵およびが気管の接続部に、 
はすれ-ゆるみびないか確認しでく 
ださし、。 

•排気营巧け検巧巧リード線のゆるみ 
または、はすれ•のれがないか確認 
しでください。 — 

W 1蟲拒虚雨写！ 

■ 回坛級び異常にお下したとぎ 
〇 

-モニターサイン圧巧 S 表示 
-ストーブの适なを巧止 

• 異常ほ下の原因を取りおいでから点 
义溪巧をしでください。 

• なおち異常びある場さはお買いホめ 
の販売店じご相談ください。 

• 内部配線のショートにより過里流び 
流れたとぎ 

ク 

•巧流ヒュースびのれ、すべでの運坛 
を昏と 

• お買い求めの版売店に修理をの頼し 
てください。 

•お巧? j < び極逆に恩かしたとを 
• 宿馬かび循環しないとぎ 

ク 

• モニターサイン iF / \mm 
-有動的にストーブ望狂運ちにのりか 
わる 

•ス1ブをいったんお义しで循環か 
過昇原因を取0除ぎ、点火误巧をし 
でくだまい。 

• なおを哀巧びおる場さはお貢い巧め 
の賠巧店にご巧按ください。 

•'循用がび裡谢に巧かしたとさ 
•おお水び泪巧しないとぎ 

ク 

-サボートヒータへの适巧を厚止 
(温度が下びると有動的に适電を再巧） 

♦運拓をいったん ff 止しで、曰常の点 
檢-ホ入れ （26 ぺージ）をしでく 
ださし、。 

• なおを異常びあるちちはお買い巧め 
の板壳店にご相談くだちい。 

• 巧茄巧送風巧び興お厚比したとま 
• 巧流巧ち風なのフアンガードやスト 
—ブの前面びぶ X さヴったとき 
■ストーブの前面に皆害巧などがある 
とぎ 

〇 

-モニターサインでご1表示 
-自動的に消义 

•原因を巧0おレでから巧火おがをし 
でください。 

• なおち是常がある場ちはお質いなめ 
の販売店にご相談ください。 





点検、寺入れのときのを意 


点検-ま入れは消义後、ボットパーナがち巧しでから、おすち源ブラヴをコンたントから巧いでおこなってください。 

私注意■巧巧巧の巧»令« 18 ^窃| 8 ||^巧胆し夕がで< だ巧らん 


■ 点検、手入れの必要項目、時期、方法 m 


■周囲の巧燃物（使巧ごと） 

参 注 ス ト- ブの间困は、 巧に a 理 •巧巧し、 おえ やず いちのを■かないでください。 

■ほこり-巧れ（话巧ごと） 

♦ほこりやちれをそのままにしでおきますと、巧びしみたりしで后おです。 

ストーブはいつち巧潔にしてご使巧ください。 


■巧ちれ-巧のたまり-巧のにじみ（使巧ごと） 

参芭台- '巧タンクに巧ちれ-巧のたまりや巧のにじみびないか、ときどき点巧しでください。 

交、給油の原にこぼれた I 打油は、よくふきとってください。 

i 麵 H 顚^る額截ぉ細も、巧めのが筋に巧9晚お麟蚊麟だ鉛^ 

■ゴム製ち巧管の点巧-交巧の目安 （シ-ズン巧め） 

• H ごミま Ml ゴム巧ち巧■は、》かで巧巧しないでください。 

屋巧での使巧は巧让されています。 

♦屋巧でゴム製送油管を使用しでいるときは、お酒、収縮、を質、巧お、ひびおれびないかお詔し、巧おのあるときは 
交換しでください。 

交換の呂をは、3巧に一度です。 

■巧タンク （シ-ズンの巧め、 巧 時） 

♦巧タンク巧は水やごみがたまりやずいちのでず。お;巧のとき、点巧してください。 

巧タンク巧の水巧き及び巧おは、巧タンクけ属の巧巧説巧塞にがっておこなってください。 

■給が気简の接続部のゆるみ及びトップの周西 （目に 1 回程度） 

♦給が気筒巧び、トップの周面に巧害巧び居いでないか、とさどさ点おしでください。 

參給排気筒びつまりますと、不完をが焼をおこします。シーズン巧めには必す点おし、くちび巣をつくったり頁物び入 
ったりしでいるときは、化す捐巧しでください。 

参給が気筒及び、が気管の接続部びはすれたり、排気管巧け巧 
巧巧リード巧びはずれたり、断線しでいないか点おしでくだ 
さレ。 

参給が気筒を一度取りはすしで、再び取り付けるとき、排気营 
の接続部内部にはめこんである〇リングび破損しでいないか 
巧かめで < ださい。 

〇リング \ でいた場を巧、お•い巧め减1 巧唐拉 を鷄雜 旗な^ 

( P 40 4種 D ) で.ください • 



0リンブ/ 
( P 40 4種 D ) 






■定油面器のストレーナの掃お（適時） 

♦定’莊面器には、ごみを除くためのストレーナカ 《 ついでいます。 

ごみびたまると、灯油の流れを巧げで、十分な火力び出なくなります。 
次のよラに掃なしでくださし、。 




1 . 油タンクの送'莊バルブを閱じでください。 

2 .ス I ブの前おを止めでいるねじ（日本）をはすし、前板の 
下測を引き上げで、前に引いで取りはすしでください。 

3. 操作部を左図のよラに、①操作部の左測をかし引ぎ上げで、 
@字前にまわしで、開いでください。定•巧面器びみえできま 
す。 

4. ストレーナの掃條□に荷札などの層紙を差しこんで、’进ガイ 
ドをたり、その下に容器を置いでストレーナの止めねじをゆ 
るめではすしでください。 

定油面器の巧れたな油やごみびを部流れ出ます。 

己.ストレーナを取り出しで、きれいな丹'莊の中ですすぎ洗いを 
してください。（がで洗ねないでください。） 

♦スドレーナブムパッキンをあれめよラにしでください。 
•ストレ—ナををに入れないでくだをい。また、屬都（黑献 
び必す*,在横になるよラに取0巧けでくだ巧し、却; 

♦ストレーナの比めねじを、固く締め巧けでく;だ這い。 

•巧电れがなむけ)、確認しでください。 


■エアークリーンフイルタの掃除（過 1 回が上） ( UH - F 70 PAK 9) 

エアークリーンフィルタげごみやほこりで呂づまりすると、エアークリーン能乃びほ下しまず。 



♦腫1回が上はエアークリーンフィルタをはすしで、掃徐機又は、 
ブラシなどできれいに掃除しでください。 

水洗いち巧能ですがよく乾燥させでからたツトしでください。 


■エアークリーンユニツトの掃除（適時） ( UH - F 70 PAK 9) 

♦エアークリーンュニットカちちれるとエアークリーンランプび消のし、エアークリーン運転を停止しでエアークリーン 
ュニッ トの掃除時期をお巧らせします。 

♦エアークリーンランプび消巧しなくでち、 1サ曰に1回程度 はェアーク iJ — ンユニツトの掃除をしでください。 



1. エアークリーン運乾スイツチを「の」にして<ださい。 




3. エアークリーン ユニッ トの集じん極巧を弓 I きおしでください。 

参エアークリーンユニット放 ■« のが巧は巧巧に巧巧です。ふれるとお 
巧でずので巧む巧いには十巧ま«しでください。 

4. をじん極扳面を中性洗剤をおかしためるま須かがにひたしで、おブ 
ラシなどでちれを落としでください。 

すすぎ洗いを、 曰 陰でと乏教屋させでください。 

(別売の <エアークリーンスプレー （ ACS -180)> も巧意しでありま 
す。エアークリーンスブレーで巧淨したを必す中性洗剤をラずめた水で、 
集じん巧がについたスプレー液を洗レ落としでください。） 

参巧れを》とずとちは、策じ A 用板巧を巧させないよラに、巧巧つけで 
くださし、。 

♦業じん g 巧は十せにな無しで<ださい。 

已.エアークリーンユニットの化重極の紅ををブラシ等で、轻くブラッシン 
グしで、目に見えないちれを落としてください。 

j ilim feiHi に11梅 tf 巧«ダホと • じ力る巧1ち巧お>: 

iwnm をブラタタ:シブしでください • 

;♦グ5タシンヴサみな f ホ awMwm 巧が巧がむなむよさに*1^0けで 

ミ.;,;.' <だミい。： .. ' . 

6. まじん極がをエアークリーンユニットに藍しこんでください。このとき 
国軍司を上側にして巧まで確実に差しこんでください。 

7. エアークリーンユニットをエアークリーン本化巧にじットし、エアーク 
リーン運拉スイッチを「連動」交は r 窜独 J に台わせでください。 

参エアークリーツな i ニットをめれたままたットしたと《や、たしくなッ 
卜しでいないと«、エアークリーンランプ方巧!巧し、：!こでーク11^ン 
追巧しない巧をがちりまず。 

■ 参エアークリーンユニットを本が:にじツトずるときは、 力乎ッと S ザず 



■巧流巧送風機のフアンガードの掃な （測こ 1 回な上） 

参フアン乃ードがごみやほこりで目ブまりすると、ち風力びおくなりが気温度び上 
昇する原因になります。〔過お巧止装涅（安をサーモスタット）または機巧サー 
ミスタの働きで運起び停止する巧さびあります。]巧の要領でストーブ哀面の 
フアン乃ードの掃除をおこなつでください。 

1. 運おを居止し、巧流巧を®機び止まつでいることをお詔しでください。 

2. 插除機などでフアンガードについたほこりを取りないでくださし、 

つアン刀ード 




2. エアークリーンユニットを引ぎホしで<ださい。 

エアークリーンユニットの引き出し方は、 1?ぺージ 「おま入れの方 
を参照しでください。 


点検、ま入れの必塞頃目、時期、ち法 










■ポットバーナの掃除 （ 適時） 

• r ごま意 I 巧齡ま、ストーブをお义させ巧分巧がしでから、おこなっで < ださい。 

熱い化おでおこなラとやけどのおそれびあります。 

参ポットバーナにすす力《ついで炎のおび不揃いになったとさや、ポットパーナの直にすすやカスびたまりすぎで着乂び 
おそくなったときは、巧のよラにしですすを取り除いでください。 



1.上面ガードをはすしで4本のねじをはすし、燃焼筒ふた巧えを取つ 
でください。 


2.燃焼筒ふたをはすしでくださし、。 


3.スケルトンは中ふたに取り巧いでいまず。スケルトンを刀ラス円筒 
にあでないよラにしで、巧りはすしでください。 


4.燃焼リングをフレーム□ッドに当でないよラにま意しで左図の方向 
に燃焼リングをまむし、取りだしでください。 



5.点乂ヒータ、点火ネットをいためないよラに、ポットバーナ内部の 
すすをドライバーなどでかき落としでから、巧などでふきとつでく 
ださい。 



6.組立での際、燃焼リンブは、左図のよラに正しく確実に取り付けで 
ください。 


参ポットバーナ、燃焼リンブを損ちしたまま使用しますと、燃規が恵くなりまず。ドライパーなどでつついでみで巧 
びあいたり、巧けた場合はおしいをのとなおしでください。 

ポットパーナの交換は、齡す扳摸いずめのお売席に巧巧しでください。 







点検、ま入れの必要項目、時期、ちま 


■反射板-ガラス円筒の掃な饱時） 

参 r ごを意1 巧巧は、ストーブを消义させな巧巧がしでから、おこなってください。 
巧いが想でおこなラとやけどのおそれがあ0ます。 


♦反射お及びガラス円筒にほこりびたまりますと、反射効をび悪くなるばかりでなく危険でずので、巧の要巧で適時掃 
瞭をしでほこりを取り除いでください。 

1. 前面刀ードをち測の固定ばねに個）からはすし左測にまわしで 
ください。 

2. ガラス円筒を割らなレよラにミ主意しで、巧な機などで内部のほこ 
りをきれレに掃除しでください。 

3. やわらかい巧などで、反射板及びガラス円筒をきれいに拭いでく 
ださい。 

4. 掃除が終わりましたら、ちとどおりにたットしでください。 

♦前面对ードは、41111捶 8® 語 V ::'. ' ■ ;’ち韋 




■ガラス円筒巧巧の掃除（適時） 

参 r ごを意1 巧巧は、ストーブを消义させ巧分巧®しでから、おこなつでください。 

巧いが巧でおこなラとやけどのおそれびあ0ます。 

•長期間の使巧によりガラス円筒がすすけで炎び見えにくくなつたとさは、 24ぺージ 「ポットバーナの掃除」の頂に 
したがい、スケルトンをはすしで方ラス円筒を巧除しでくださし、。 

參ガラス巧巧には、水をかけたり、お*8を每また0しないようをましでください。 

參巧拓中にガラスがを々にすずけた巧をは、しばらくの宙（衔30み巧）父巧を大をくずることにより、すすを巧 
まずることがでさまず。 


■点义ヒータ-点义ネット-ノズ J レの点巧（シ—ズンの巧め） 

♦巧乂ヒータや点火ネットにずすび付着しますと、ホ熱びお下したり、油のひろびりび悪くなり、是义不良の原因にな 
ります。 

♦ノブルの先端じずすががちしますと、異帛燃焼になったり、着乂不良や消火時間び長くなる原因にな0ます。 

シーズン巧めじは、必す点検しでください。 

点火ヒータ、点义ネット、ノズルの点検•交換は破損のないよラにま意しでおこなラ必夏がありますので、必すお買 
い巧めの販売店に依頼しでください。 


■フレームロツド（燃焼制御装置）の点巧（適時） 

♦フレーム□ツドのホ端にすすび巧ちしたり、フレーム□ツドカ*をおすると、誤が動の原因になります。 

すすの巧ちやフレーム□ツドのをおがある場合は、必すお買い求めの販売店に点巧-交換をのおしでくださし、。 


■据環水の補給（適時) 

補巧液 I 



シスターンタンク巧の循環水は、かしすつ蒸発しますので、とさどさ確認 
しで、循環化び不足している揚合は、そのつど規定か位まで床暖房専用補 
巧液を補給しで < ださい。 

参給水□扉を閱さ、床暖房専巧補巧あを上限が位まで追加しで<ださい。 
r 配管などからの水ちれで補おする場合は、床暖房巧循環液を入れて〜 
し < ださい。 」 


♦コロナ純史床暖房南循環液は、 凍経を防の他に巧お巧に巧用される株お（ストーブ.巧暧パネル•お得却湿なだ3 
①巧提効果を目的に作られた循環巧で、ずでに純かで逸圧な*度に巧食してありますので:、掛を转時にはこの荣ま 
ストーブに入れてください。 

参他幻:銘柄①巧絕剤、不凍’お（特に車両巧など）を使巧したり、混含したりしますと巧資効果が発揮をれすが器の揃 
父巧びそこなわれたり、化度びあわすポンプの巧能び十分発巧されすに、巧騰しでしまラ:ごとびありま蘇い； 
•循巧液は、落溫では引火レませんび、抑巧されたストーブのとなどにかかるとち义ずるごとびあり表ずの巧、取り 
扱いには十分注意しでください。： 

♦循環液は3をを目巧に入れかえでください。側おしたお巧巧ちきむ） 

♦活お巧の巧結温度は、一如でに弱さされています。 


■お化配管の化をれお誠饱時） 

♦ス I ''ーブ内部や温か配管接続部分からかをれびないことを確認しでください。 


■地震などの災害び発をしたときの点検についで 

♦巧霞などの災害び発生し、ストーブに振數や衝巧び如ねったときは、運お前に必す;夕のなおをおこなっでください。 
•おが気商まわりのはすれ、ちれの確認 
-な;'由配管からのちれの確認 

点検で異萬び見つかった場合は、お買い巧めの販売店に修理を巧おしでください。 


9.定期点檢 


長期間ご巧巧になりますと、ストーブのな巧びお雲です。 

2シーブンに1回程度、シーブンお了をなどに、お買いあげ店又は、修理資宿者〔（お）曰本石’巧燃焼機器保守協含 （TEL 
03-3499-2928) でおこなラ巧術管を講習含修了者（石•庙機器な術管理±)など〕のいる巧などに点検の巧されることをお 
すすめします。 


■巧のよラな現象は巧障ではありません。 

参修理を巧精される前にをラー度お活かめください。 
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現 ま 

説 巧 

初めで馆巧するとき、煙やにおいびでる。 

耐熟蛋おやほこりび焼けるためです。 

しばら < 窓をおけて換気をしで < ださし、。 

すぐにな义しない。 

予お点义ち巧のため予巧時間び2分程度必要です。 

(子巧時固は室湿によりぎみを化します。） 

燃焼開始時や消义後に r ピチピチ J といラさがする。 

本体の巧び熟によ〇膨お、収拓するためです。 

点义時にボンと音びする。 

点义ずるとぎじ凳をする着火置で、頁甫ではありません。 


方ラス巧簡がすずけ 
る 


点义時.消乂時 




















焉 蒙 _明 


青がの中に黄色いお(肃义)た*混じる。 

貢萬ではありません。 


列気温がほくなると、が気万ス中に置まれているか巧び 

お排気筒の巧端から連続的に白煙が出る。 

凝結しで水壽気になるためで、異常燃巧による白煙では 


ありません。 

な巧ぎれの障、一瞬《が大きくなつで消火する。 

異萬ではありません。 


様ご巧談窓□にご連絡ください。 ※設定室温表示にモニターサインカタ表示されます。 
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コンなントにお実に差しこむ 











? fi ベーづの[■舶漂な户のが潭が货を t ，たとをのな横じついで J 

のな巧頑目を確蘭し、運をスイッ于を巧し直し酉点ぶする 










逝をバルブを閱< 










ゴム劇送肅農を振る。山形になつでレる所は平に盧ず 








:送铺バルブをしめでストレーナを1ますし插除する，をタンクの求を法く 









露奪通。1こ設置する 











つでンガードのほこ*9をプラシなどで稱踪する 

• 

• 

• 







お排気廣の取り巧けを適牲にずる 

• 










圧しくの0なける 

• 










給が気簡を掃翰ずる 

参 









おおっでいををのを取り除く ' . ' . 


• 








をれ力巧を源め置ず（版売店に援理を疵顆する） 


• 









給が號簡接撼部のはすれを直す 

'陳るみを磨ず'' 










すずをお巧務く（販売店に慢題を巧頼ずる)—— 






• 

• 



規定水位まで補巧液を入れを' ' 





♦ 

参 




怠水配糧のつぶれを直す。パル：7を閱< ' . 











設定室温、時麵などをたツ^し巧廣な义操席をずる. 










リなツ.卜し再歷点火操巧をする ' 




• 






廣をなを憂にお|〇巧け庭す . ' 









• 


エアークリーンフィルタを掃除する 

'' 









♦ 

エア'—クリン:2ニットを掃陈ずる。正し<たットずる 



燃焼時.その他 








■部品交換のとまのまな 

L 么ま量 j 不完まなち a 、 調巧は盾巧ですので、部品の交巧、拥巧が必夏のなさには、お a い巧 
めの巧売店交は、侵巧資格ま〔(が)曰本石油が麻機器巧巧協含でおこなラ巧が管巧馬畳を修了 
さ（石巧巧巧巧が官巧±)など〕のいるおお店にご相談ください。 

部品交換は ごこ! ナが EiEgp 品とご指定ください。 

巧思ご入巧の巧には、コロナ#!な巧を巧巧巧でかず：3ロナ«巧货8とご巧まください。 

洩巧®品ながの部活をご巧励こな0まずと、化がび十巧に堯巧をれないばか0か、ス1ブを巧傷した0おわめ巧敎 
の巧芭になりまず。 


12 .保管 (長期間使巧しない場舍) 


設屋したままで保管される場舍やしまねれるときは、曰常の点検•手入れの項を参照し、巧の 
要領で保管しでください。 

■寺入れのしかた 

1. 垃ま意 1 S おプラグをかずコンたントから巧いでください。 

2. 巧タンクの口油は、すっかり化しでください。かにが分やごみび巧ったままにしでおきますと、油タンクが腐食す 
る原因じなります。 

3. を巧面器のストレーナをはずしで、水分やごみを除さ、定巧面器の中の巧油を巧いでください。 

4. ファンガードのごみやほこ0を巧〇陈いてください。 

已.前おをはすしで、桶除機などで内部のほこりを取り陈いでください。 

6. 塗装部分は、湿った巧でちれを落としでから、から/ぶきしでください。 

7. 燃焼室のサビなどびある巧をぺーパーで磨ぎ「補修巧の蜜お」（別売品）で塗装しでください。 


麵保管方法 

1. きれいになつたら、を巧した場所に横倒しにしないでおしまいください。 

2. 巧おの配管を接続したままで巧管する場合は、上限か化までおおしでおいでください。 

3. ス I ブ巧のお巧がを巧いで保管する場合は、エアー巧きバルブを巧いでおさ、エアー巧きバルフ雨营巧ち乾燥さ 
せでくださし、。 

4. 「取扱説明窗 J • r 工事説巧害 J は、大祝に保管してください。 


mssm 



燃が消貧置 


発お S 
及び熱卿 


暖房を力 


床暖房運転 


スト-ブ里逆ミ転 


巧暖房運を 


ストーブを巧是技 


巧暖房星転 


スト-ブ里曲夏を 


UH - F 70 PK 4 : . [ UH ' F 7 QPAK 9 谣 述型武 UH - F ? 日 PAK 8) 

ボットす ■ 屋内巧’強制給排気お.強制対流形’巧暖房巧 _ 

' 電気点火ぶ _ _ 

巧油 （ JIS 1 号なミを） _ _ 

0.78 L/h _ _ 

— 0,22 L/h _ _ 

0.768 L/h _ 

0,198 L/h _ _ 

28.890 kJ/h 熱効率 8 目.目％ _ 

8,150 kJ/h 熱効率83.8% 

'— 28,450 kJ/h 熱効辜86,0% 

~ 7,330 kJ/h 熱効率78.2% 

目.9日 kW 循環水謹18日 L ル 

循最水量 100 L ル 


最大床暖房出力（巧暖房運坛） 
サボートヒータ出力（サボートヒータ麗転） 

. 畳 高 

巧 巧 奕 广 ' I ' 化 

__を_ '.ほ 

, 溫.度.地 

,床暖房まち S A 怖 ...’ 

賴準適き: … —富町-山 

通援化 

ストーブち巧虽を I 

寒巧附 

本 体__ か____容遍 

巧暖房巧稱巧お器の最离®巧汪で 
巧 お サ 巧 

質 ' 里 

哩源巧任及び周渡巧 

床暖房 适転 


床暖房まお 


ストーブ巧拽 i 邑 


定宿 

消き覃力 


ストーブ単迎里転 


_サポートヒータ遅転 

床パネルの巧暖 房 運 ^ 
接続固憤サポートヒータ運.を 
_^溫_水_^お曽 接続 日 
給排気筒の型君：の呼び 
給が気固の呼び径 
給が気商の里屋通部の孔径 

巧気温.巧 じ k 暖づ房巧化連理置 
_ストーブ単驻[涅お: 

语流ヒ ユース 

を を 装 置 

その 化の 装 画 


1.90 kW 
6.80 kW 
1,59 kW 


最大燃焼時1.日1 kW 循環か置1 80 L/h 

0.500 kW 循属水量1日 OL ル 

86.6% (床暖房運転目盛大のとき） 

■ 78.2% (ストーブお画運昆目盛微かのとき） 

木造29.日 m ;(18 冒）コンクリート 41.5 rTf (25 置） _ 

木夏29.日 m (18 冒）コンクリート 48.0 がに日畳） _ 

木造 29.5 m ‘（18 置）コンク I 」ート39.日が （24 置） 

"■ 木造 29.5 nt (18 畳）コンクリート46.日が （28 置） 

~ 2 L (器具巧蔵シスターン上限お位時） _ _ 

シスターン大気間巧 _ _ 

高さ目1日™幅74如の奧 5368™ ( 置台を含む）1^昌さ615圍幅74如巾奧行(童台を含む) 
34 k 呂 1 37 k 呂 

100 V 50 H 2/60 HZ _ 

岳、义時 360/360 W -最大燃炼時 51/57 W 
最大 600/600 W (点义巧期に短時聞発生） 

点火時 340/340 W -最大燃焼時 29/26 W 
最大目00 /600 W (点乂巧おに短時間発生） 

最大運転時目2日/ 625 W 

' 4.日〜16.日 m (3 置〜1日置）（最大燃晚時） 

4.己が （3 置） 

外径中8晒こッブル 

' 日 U 4 - 4 

__ 

伞 75 min 

' 2601 cm 下 _ 

2日〇でが下 _ _ 

5 A ■10 A 

巧震白動お乂装置-点乂まを装置-燃烧制御装置-停電安を装置-過熱防止装置_ 

再点义まを装置’循環水過昇防止装置.が気管おけ検知装置’サボートヒータ 
過熱防止装置’過電流防止装置- I 燃焼用送風機異萬検出装置’機巧サ ー S スタ 

置台1個-パックチコーブ2.日[71 ■ 本化固定金頁 S 個.ホースバンド2個 
給が気筒たット]組’ス IJ - ブ1個-遞熱お1個- zr ム製送な管締巧バンド2個 


握環か置 180 L/h 
循焉水量10 0 L ル 




備考）.エアークリーン運転時の消賣電力は定格消實電力に 17 / 15 W 日日算されます。 （ UH - F 70 PAK 9 のみ） 
. 微風ファン運お時の消養電力は定宿消賣電力に 4 / 4 W り日真されます。 （ UH - F 70 PK 4 のみ） 

-標準適室は、な団ま人-曰本巧ス 5 巧機器工業をの富定基準によります。 






















巧は UH-P70PAK9 のみ’ 
:ミ巧は UH-P70PK4 のみ 


14•アフターサービス 


■保証についで 


♦このコロナ S 巧ストーフにはち a [■びついでいます. 

巧巧》は、化す r お S い上げ曰- BE 巧巧香.などの記入ちお《かめのラえ、巧巧 B から巧まけ取0ください，巧咨 
をよくお巧みのあと、大のにな芭しでください。 

•巧班期抽はお R い上け曰びら1を间です 

参なのよラな巧迈によるな》及び. * 巧につをましでは、な曲の巧象にな0ませんのでま«しでくだまい • しく 

はな班■をお篇み < たさい.） 

■ま田な巧や不巧口逆など、また口巧む巧の病巧巧巧じよるな R や S 巧 
■巧った巧巧ちまによるが g や S 巧。 


■修理を依巧されるとぎについて 

• 「巧 》. pg 巧の巧巧け方と® 置 巧を， （27. 28ぺージ）にしたがつでお W ぺください。 e らないとをは、ご巧用 
を申止し、化す«活ブラグを巧いてから.お*い上けの R 巧巧 I ここ宙巧くだちい- 
参こ巧ないただぎたい巧客は巧の ao です， 

-•— ，品ち .ぎ 至!巧の呼び ぶ ち R い上げ曰 成 巧 g の扶巧1化巧るだけ其巧的に》 

参巧巧に巧しましでは、巧な盡巧ご«巧ください.保な■の規定にしたげつで.版巧巧ザ巧 g させていただちまず- 
参な巧巧巧びあぞでいるとをは.巧 度 ずれば使巧でまる 度 さには-ご 巧 a によりち丹で»3!させでいただをまず. 
•こ不巧なおや63に88ずるご巧巧は、お巧い上げの K 巧巧をたは.この巧巧热巧 g の K 巧巧に£«されでいる I ’お 
客话こ巧なを DJ にお巧いちわせ<ださい 
•ち理巧をは、巧がお • 苗 a げ-化 SS 巧などで«巧されでい まず， 


■巧碌巧巧が巧苗についで 

•结なは、この KS のな6巧な巧ま田を M ち巧ちのりを. 7巧巧ちしでいまず二 
•補6用巧が奇苗とは、その K おのを！！持ずるためにか妄なが品でず e 


■巧巧-像巧の RR のちな巧 

参お巧い上けの巧巧巧または、このな巧棋巧 H 巧 g 表巧に巧 tl されでいを r お S 巧こ巧が度口 J にご宙巧ください; 























据え巧けやお動工事は販売店または、据え巧け業含に依扇し、お客様ご自身では巧わないでください。 


据え巧け場所の選定及び標華据え巧け例 


据えなけについでは、乂巧ず巧を例、電気設備に関する技術基準など法ちの基準びあります。工事説明書（工事編）の 
「特に注意しでいただきたいこと（まをのために必すお守りください)」をお読みになり' 販売店交は据え巧け業者とよ 
くご相談してください。また、「標準据え巧け例」についでは、下図を参照してください。 


標華据无巧け例 


•遊熱板を取り巧けない場食は、 A ブ法を30饰な上にしでくだをい。 
•点横•ま入れのため、 B ブ法を30饰 UUi にしでください。 


与 [1 巧物 


遁熱板 


100011な上 



本体固定を真 
(巧属部品） 

1’〕.5饥 


1 經 m 



おブを11抓 


可;燃物' 



可燃物 


参テレビやラジオから ImULb 離しでください。 

参側方障害物は、両側にあってちよいび給が気筒と障害物、可燃物との距離は 45 cm な上とっでください。 

•前巧に堀や建物がある場合は給排気商先端と前方障害物との距班は目 0 cm 凹上離し、かつ上方および両側方に気流を 
旧止する障害物か’ないよラ【こしでください。 

♦給排気筒下面は地面から20抓む上雜すよラにしでください。なお積雪巧域では、給が気筒巧端び雪でふさがるおそ 
れのない高さを確保しで < ださい。 

•木體の建物で壁にメタルラスお0、ワイヤラス張り、またはを顏あおりをしである場所に給排気简を通すときは、 
それらのを厲部に接しないように巧気の絶緑をしでくだちい。 

•壁に巧看あける場さ、壁の内部にある逗麵配線’ガス.水道の配皆にあたらない场巧を港んでください。 

I . < 


給が気筒を延長する場含のを意 


•おが気商を延長する場含は、 3 m 3 化びり口下で取巧けられる場所を還定しでください。 


積雪地区における注意 


•積雪の多い化ちでは、積雪時に給が気筒が雪でみさびれないよラな取け揚巧を還定しでください。また、風びよどむ 
よラな場所では、排ガスを再度吸い込んで不完を燃焼を起こすことびあります。 


据えなけ後のお認 


据え巧け力《終わりましたら、ちラー度、工事説明書（工事編）の「特にを意しでいたださたいこと（安をのために必すお守 
りくださいりをお読みになり、工事説巧書に記載されているとおり据えはけられでいるかどラかを確認しでください。 


















試運転は販売店及は据え巧け業をとごいっしよに必すおこなってください。 

■運お準備 

♦ 齡ま意 l g 巧プラグをコンたントに巧のお巧まで宿ミにさしこんでください。 

参巧タンクに給油し、送巧経おの空気巧きをしでください。 

•送巧経おやス I ブより;巧をれびないかお記しでください。 

♦配曽歲中にバルブなどびある場含には、ま開にしでください。 

♦まを装置を t ットしてください。 

[定巧面器リじツトレバー（黒色）を左方向に止まるまで巧しでください。） 
♦タイマー星鼠こなつでいませんか。 


■お巧巧の給水方法 


給水前にエアー巧さ/'0レブびを閲になっていることをお爵 
しでください。 

(ェ堤出荷時には開レでお0ます。） 

必すを開じしでください。 


2. ストーブ左側面の水位計で、シスターンタンクの規定か位 
(上限かの）まで循巧液（コ□ナホ暖房巧循環液）を入れで 
ください。 


3. 操巧部の床暖の換スイッチを「ス I ブ床暖房 J じ它ット 
しで < ださい。 


4. 揉作部のサボートヒータスイッチを「入」にしでくだちい。 
循巧ポンプび運乾を開始します。 




エアー巧きバルブ 
を間のとぎ 

画 

開のとさ：溝び横 


\ち? 


ストーブ•床暖の換 


已.器具の左背面にあるをさと戻り両方の温水ジョイントのコ 
ックを！■開」にしでください。 

♦2 回路配管の場含は、頂目已、6を3回なすつおこなって 
ください。 


サボ—夕一 


6. シスターンタンクのかのび下びり拍めますので上限化のま 
で循巧液を給水しで < ださい。 

(シスターンタンクのがのび下びらなくなるまでおかを続 
けでください。） 


浸が3イントの 
、ユパ f 剧 


コック問のとき 


翻仁:!)溫 I 


閒のとき：溝ろ<横 


参活 I 水お ま 巧エなどの巧巧で、エアー巧をバルブではエアーザ巧けきらない巧ち 
は、巧の巧をびあ0まず。 

( 巧化往き口のコックを田にしで泣水お含巧巧をはずし、コックを巧いで巧'] 
巧水をかしすつ流し、エアーを巧く 

^ (活 at 巧がこぽれないように 容巧を巧 S しでください。） > 


:13^务 


削 



マ. シスターンタンクのかに力<下びらなくなったら循環'液の給水は 
終了です。 

エアー巧きバルブを「閉」にしでくだちい。 

• 循環ポンプの運転音び静かになります。 

8. 温化配曽おに、かちれのないことを確認しでください。 

• 運転の遗中で床暖パネル等にかちれびあった場合は、操作部 
のサボートヒータスイッチを「の」にしで循環ポンプを停止 
させでください。 

9. 異常のないことを確認したら完3ですので操た部のサボートヒ 
—タスイッチを[切」にしで循環ポンプを厚让させでください。 


エアー 抜きバルブ 
閱のとぎ 

咖 

閱のとき：溝び織 




■運起 

•運転は、ストーブ床暖房運拓でおこない、正をに運拓することを度力、めでください。 


を卜ーブ床暖剛お 



1 . 運転スイッチを押しで f 入」にしでください。 

♦ I ごミ主意1巧めでお使いになるとまは、耐^^^がなどび巧けで 
巧と草いびでます。おをあけで部屋の巧巧をしでください。 
♦約3〜4分間の予楠燃焼び終わると本燃焼にのりかわります。 


2. •温が品管経路に、化ちれのないことを確認しでください。 


争還おの适中で湿が配度経路に水ちれびあつた巧含 
の揉たがの床おの巧スイッチを f ストーブ巧独 J に助りかえで巧巧ポンプを巧让させでぐださい。 
③選巧スイッチを押しで f の」にしでストーブの巧転を»止しでください。 


3. 異常びなければ、火で調節つまみを「がみ J 〜 r 大 J に設定しで 
<ださい。 

しばらくしで床暖パネルび媛かくなることを確認しでくださし、。 
•炎の状態は、青い炎の中にいくらかの黄芭いお（が火）びまじつ 
でを異常ではありません。 



自動 

手動火で調節 



微かか中 大 


♦ 

•imii •"""•■■■■ル 

( 


00 ; 


- l ilt 订 l amj i i'r i Mj 旭 ] M'aBii ' を 


4. 2◎お配管 （2 部屋配管）の揚合は A 回路-己◎おのそれぞれ、温水往き□•温水戻り□び間道いなく配管されでい 
ることを確認しでください。 


■消义のま順 


「ストーブ床暖瞬運転 I 



•運転スイッチを押しで「の J にしでください。 

f 消义します J の音声と同時に、燃焼表示び消なし、消义表示「消乂し 
ます J び点なしまず。 

燃焼室か’冷却すると自動的に燃焼用送風機、巧流巧送風機、循環ボン 
プび停止し、時刻表示巧のすべでの表示類び消なします。 


•正常谨転しない巧さは、 巧〜巧ぺージ r 巧障.異常の見分け巧と処置方を J : を参照しでください。 
参長斯間の保営を、巧び設ちずるおさを f 試運起」のま順にしたびい.、試運提をおこなつでください。 























XM 巧な屋の西 
SH 巧な■の巧 
夕巧 S 巧巧巧 IT 
ぞ巧 S 巧巧巧の 
スを巧 g 林 HI の 
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甲 38 1-0022 T6L(026 
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宁 920‘0027 TE し (076 
デ 920.0027 TEL 076 
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FAX の 276)38— 5508 


銳觸に!强 


関東地区 


01036002 本社 • 工場 = 条巧東巧保 7-7 干 955-8510 TEL の 256)32 — 2111( 大代表） 

}白崎王場 柏時巿宝の 2-58 干 945-0817 下 E し (0257)23— 5175( イを） 

長困工場長面巿下条の言ノ ’ 捕 1069 〒 940-1146 TEL(0258)22— 2121 ( 巧表） 
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■ 山 S « 巧 ■山巧宙々面 2-3- 
S #夕是巧福 W 巧和曲聚 1 -60 
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r お客様ご相談窓 ロー覽表 

修理サービスや製品についでのご相談は機種含をご確認の上、お買いあげの 
販売店または下記のごす目談窓□にご依頼ください。 

ご輯居やご贈营記などでお困りの場ちは、下記のおおくの窓□にご相談ください。 

ち称、巧な地、電話番号は、変更する場含びありますのでご3承ください。 
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